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去る５月８日（金）、平成２７年度市数

研総会及び研修会をアークホテルにて行

いました。市教育委員会指導課より石加

指導主事、市教育センターより野田指導

主事をお迎えし、市内各中学校の先生方

と有意義かつ楽しいひとときを過ごすこ

とができました。研修会での澤田教頭先

生（北部中）による講話もとても勉強に

なりました。 

また、６月４日（木）には、市数研６

月定例会を出水南中学校図書室で行い、

たくさんの先生方に参加していただきま

した。 

市数研では今年度も毎月第２木曜の

１９：００から定例会を開催します。た

くさんの先生方の参加をお待ちしており

ます。 

 

 

お忙しい中、本年度最初の定例会にご参加いただ

きありがとうございます。 

 教材はつくるまでが面白いですね。１００円ショ

ップに行くと確率の勉強で使える抽選箱等、教材と

して使えるものがたくさんあります。そういったも

のを探し出して授業すると子どもの食いつきが全然

違います。先生方がこうやって集まり、過去にやっ

たことを持ち寄ることで世界が広がると思います。授業をつくる側がわくわく

しないと子どもはわくわくしません。市数研の活動の場がわくわくできる場に

なればと思います。本日は大変お世話になります。 

 

市数研だより 
平成 27 年 6 月 15 日発行  ＮＯ．１ 熊本市中学校数学教育研究会 

 

１．会長あいさつ 



佐々木先生 

 

 

今年度新たな取り組みとして、学年ブロックごとの授業研、楳木先生の数学

ミニ講座、日々の指導案検討会を計画しています。 

＜平成 27 年度 熊本市中学校教育数学研究会の主な活動計画＞ 

活動日 場所 内容 

６月 18日 市教育センター SD活性化支援研修 

７月９日 託麻中 7月定例会（楳木先生の数学ミニ講座、ブロックごとの授業づくり） 

８月４日 市教育センター SD活性化支援研修 

９月 10日 未定 ９月定例会（学びわくわく事前検討会、ブロックごとの授業づくり） 

９月 24日 市教育センター SD活性化支援研修 

10 月 15日 三和中 １０月定例会（学びわくわく復講、日々の指導案検討会） 

11 月 12日 日吉中 １１月定例会（楳木先生の数学ミニ講座、ブロックごとの授業づくり） 

11 月 26日 市教育センター SD活性化支援研修 

２ 月９日 出水南中 ２月定例会（ブロックごとの研究発表） 

 

 

 

平成３３年度の新学習指導要領の中で取り上げられ

る「アクティブラーニング」をキーワードにして研究を

進めていこうと考えています。そこで今年度の市数研の

研究テーマは「生徒の学びの質を深めるための指導のあ

り方～アクティブラーニングを取り入れた授業展開の

工夫～」としました。平成２９年度の県大会へ向けて、

市数研の先生方と協力しながら、研究の内容を深めてい

きたいと考えています。 

「アクティブラーニング」については６月１８日の市教育センターで行われ

るトワイライト研修会でもお話しする予定です。 

 

 

 

 若手の先生方の授業力向上、ベテランの先生方と若手の先生方の交流、熊本

市内の子どもたちの数学の力を伸ばすこと等を目的として、学年ごとのブロッ

クで授業研究会を行います。 

２．平成２７年度活動計画について 

３．研究テーマについて 

４．ブロック別授業研究会に向けて 



２年部会 

授業者 

椎葉先生 

（北部中） 

責任者 

牧田先生 

（出水南中） 

              

 

 

 

 

 

 

 

各ブロックに分かれて授業づくりの検

討、今後の予定について確認しました。

後日、各学校の先生方に希望を募ります。

市数研主催の新たな取り組みです。ぜひ、

みなさんで盛り上げていきましょう。 

 

 

 

○平成２６年度の市数研研究集録は、８月６日に行われる中学校教育課程研究

協議会にて配布する予定です。 

○教育課程の発表担当校は鹿南中、富合中です。また、市計算テスト作成担当

校は出水南中、芳野中、長嶺中です。お世話になります。 

 

 

 今年度よりブロック別授業研究会を実施されるとい

うことで、大会がなくてもこうやって集まって授業力

向上に力を入れていただいていることに感謝しており

ます。全国学力・学習状況調査が４月に行われました。

数学に関しては、インターネットで過去の問題をすべ

て入手することができますので、ぜひ授業に活用して

いただきたいと思います。 

 

１年部会 

授業者 

田中先生 

（楠中） 

石加主任指導主事 

３年部会 

授業者 

西村先生 

（日吉中） 

責任者 

木原先生 

（天明中） 

責任者 

松本先生 

（井芹中） 

５．連絡 

６．指導課より 



出崎校長先生 

 

  

最近聞いた講話の中に、「全国学力・学習状況調査から

見えた課題、改善すべき点について、私たち指導者がいか

に意識し、意図的に、どのようなしかけをもって授業を行

っていくのか。」という言葉がありました。私も「どのよ

うなことを子どもたちに教え、どのような場をつくって考

えさせなければならないのか」考えさせられました。 

本年度のキーワードは「アクティブラーニング」という

ことですので私たちも数学教育についてはアクティブにやってきましょう。 

 

 

 

７月９日（木）１９：００～２１：００託麻中学校 で７月定例会を

行います。昨年度研究部長をされていた楳木先生による数学ミニ講座、ブロッ

クごとの授業づくりを予定しています。特に若手の先生方には大変いい勉強に

なると思います。ぜひご参加を！ 

 

 

 

６月定例会に参加して、多くの先生方のお話を聞くことができ、大変勉強に

なりました。また、今年度からこの「市数研だより」の担当になり、定例会の

内容をまとめる作業を行うことで、自分自身の学びを整理することができたの

もよかったです。今回の定例会に参加できなかった先生方も、次回７月定例会

にぜひ参加されて、お互い学び合えればと思います。自分のため、目の前の生

徒のため、熊本市の数学教育向上のために、みんなで力を合わせて頑張ってい

きましょう。多数のご参加をお待ちしております。 

ご質問やご感想等がありましたら、下記のアドレスにお願いします。さらに

魅力のある市数研だよりにしていければと思います。 

yanabe.keizou@t.kumamoto-kmm.ed.jp 

・定例会へ多数の先生方のご参加をお願いします！ 

・各学校から１名以上の参加をぜひともお願いします！ 

・特に若手の先生方、遠慮せずに参加して、市数研の底上げを図っていきまし

ょう。主任の先生方、呼びかけをよろしくお願いします！ 

文責 東部中学校 柳邊桂三 

７．まとめ 

８．お知らせ 

９．編集後記 

mailto:yanabe.keizou@t.kumamoto-kmm.ed.jp

